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D014自己抗体検査 区分E3（新規項目）
SCCA2 

【保険点数】
30 0点

［製品名製造販売元）】
イムキュアSCCA2（株式会社シノテスト）
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【使用目的】
血消中のSCCA2の測定

(15歳以下の小児におけるアトピー性皮膚炎の重症度
評価の補助）
【測定方法】

ELISA法（酵索免疫測定法）
【検 体］

血清
【有用性】

本品の臨床性能試険において、O~15歳のアト
ピ ー性皮膚炎患者176例およびアレルギー非罹患者
159例において血清SCCA2値を測定した 1)。 その結
果、 血清SCCA2値は鋭敏にアトピ ー性皮甫炎の重症
度を反映した。 また、 アレルギー非罹患者とのROC
解析においても AUC値は 0 .929と良好であり、 基準
値を1.6 ng/mLと股定した時の感度•特異度はそれぞ
れ 80.% • 95％であった。 治療経過症例( n = 31)にお
いては、 経過とともに血消SCCA2値も低下し、 重症
度スコア(0-SCORAD)の変動と有意に相関した。 血
清SCCA2値は、 「アトピ ー性皮隣炎診療ガイドライ
ン 2018」においても “重症度の参考になるパイオマ ー

カー”
として記載されている。

【説 明】
SCCA (squamous cell carcinoma antigen)は、serpinス

ーパーファミリ ーに属するセリンプロテア ーゼインヒ
ピタ ーであり、 主に上皮細胞から産生される分子最約
45 kDaの蓋白質である。 SCCAにはSCCAl(SERPIN 
B3)とSCCA2(SERPIN B4)というアイソフォ ー ムが
存在し、 アミノ酸レベルでの相同性は 91％である。

SCCA2は、 アレルギー反応において中心的に働くサ
イトカインであるIL-4およびIし13で気道上皮細胞
を刺激した際に発現が上昇する分子の 一つである ”。
小児アトピ ー性皮屑炎患者における血消SCCA2値
は、 その重症腹に応じて有意に上昇していることが報
告されている 3)4)。 アトピ ー性皮膚炎の治療において
は、 その爾症底に応じて抗炎症薬を適切に選択 ・ 使
用することが重要であり、 血消SCCA2は、 小児アト
ピ ー性皮屑炎の重症度の指標として有用なマ ーカ ー

となり得ることが示唆されている。
［留意事項］

15歳以下の小児におけるアトピ ー性皮南炎の璽症
度評価を行うことを目的として、 ELISA法により血
清中のSCCA2最を測定する場合に月1回を限度とし
て算定できる。 ただし、 本検査及び区分番号「D015」
血漿蛋白免疫学的検査の「18」TARCを同一月中に併
せて行った場合は、 主たるもののみ算定する。
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【製品関連URL】
https://www.shino-te st.eo.jp/product/s cca2/ 

（文責：株式会社シノテスト 、
監修：日本臨床検在医学会保険点数委貝会）
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